
【3月1日〜8日は女性の健康週間です】▷内容　女性のがんをはじめ、年代ごとの健康問題についての展示、リーフレットの配布　▷場所　区役所、台東保健所、
浅草保健相談センター、生涯学習センター　▷問合せ　台東保健所保健サービス課 TEL （3847）9497　浅草保健相談センター TEL （3844）8172

2　令和5（2023）年2月20日 広報 区の世帯と人口 128,687世帯（前月比＋137世帯）世帯数 207,641人（前月比＋162人）人口  【2月1日現在】
※住民基本台帳による

　

歳入 歳出

特別区交付金
297億円
26.6%

特別区税
250億5,960万円

22.4%
国庫支出金

222億2,687万円
19.9%都支出金

93億6,886万円
8.4%

地方消費税交付金 
66億2,069万円
5.9%

その他
187億2,398万円

16.8%
①民生費

387億5,088万円
34.7%

②教育費
265億1,115万円

23.7%
③総務費

129億5,592万円
11.6%

⑧その他 95億7,901万円 8.6%

④衛生費
105億2,815万円

9.4%

⑤土木費
71億2,238万円

6.4%

⑥産業経済費
42億8,922万円 3.8%

⑦文化観光費
19億6,329万円 1.8%

1,117億円1,117億円

一般会計予算1,117億円の内訳

令和5年度　台東区の各会計予算案

　

●台東区　発熱受診相談センター（月～金曜日 午前9時～午後5時）※祝日を除く
　看護師等が相談に応じ、医療機関の案内等を⾏います。　 TEL 03−3847−9402　 FAX 03−3841−4325（耳や言葉の不自由な方向け）

●東京都 発熱相談センター（24時間）
　 TEL 03−5320−4592、03−6258−5780
　　　 03−5320−4551、03−5320−4411
　 FAX 03−5388－1396（耳や言葉の不自由な方向け）

●東京都 消防庁救急相談センター（24時間）
　 TEL ♯7119、03−3212−2323
●東京都 子供の健康相談室（24時間）
　 TEL ♯8000、03−5285−8898

　

●台東区　休日・夜間発熱相談センター（月～土曜日 午後6時～翌日午前6時、日曜日・祝日 午前6時～翌日午前6時）
　 TEL 050−3173−7834	 休日や夜間に発熱等の症状が出た場合、看護師が対応し、必要に応じて診療につなげます。
　	 ▷対象　　　区内在住の、65歳以上、⼩学⽣以下の⼦供、妊婦、症状の重い⽅
　	 ▷実施期間　3月31日㈮まで

詳しくはこちら▶
（区HP）　

　
休⽇や夜間の
相談窓⼝はこちら
（24時間対応含む）

　平⽇⽇中の相談窓⼝はこちら

新型コロナウイルス感染症 引き続き、感染対策をお願いします！
発熱等の症状がある場合の相談窓口はこちら必要な場面

でのマスク
着用

こまめな
手洗い

定期的な
換気

ワクチン
接種

新型コロナワクチン　あなたやあなたの大切な方を守るため、早めの接種をお願いします

　　 　問合せ ●台東区コロナワクチン 相談専用ダイヤル
　（午前9時～午後6時、土・日曜日・祝日も対応） TEL 03－6834－7410

●厚生労働省新型コロナワクチン コールセンター
　（午前9時～午後9時、土・日曜日・祝日も対応） TEL 0120－761－770

会場によりワクチンの種類が異なります。右記二次元コード「接種会場一覧」よりご確認の上、
予約をお願いします
●北上野二丁目特設会場について
・3月1日㈬より、使用ワクチンをファイザーワクチンに切り替えて接種を実施します。
　詳しくは、右記二次元コードを「接種会場一覧」ご確認ください。
・予約なしで毎日接種ができます。ぜひご利用ください。
●新型コロナワクチン接種の実施期間について
　今後の詳細については、国からの通知をふまえ、決まり次第お知らせします。

ワクチンに関する
新着情報

接種会場一覧

お知らせお知らせ

災害時に備えて「台東区避難
行動要支援者名簿」を作成し
ています

　台東区避難行動要支援者名簿は、区内警
察署、消防署、消防団、民生委員、町会（自
主防災組織）に提供し、平常時の見守りや
声掛け、災害発生時の安否確認や避難誘導
などの支援に活用していきます。
▷名簿登載対象　区内在住で、次のいずれ

かに該当する方（施設に入所されてい
る方を除く）　

①75歳以上の1人暮らし　
②75歳以上のみの世帯　
③要介護3・4・5の認定を受けている
④身体障害者手帳の総合等級1・2級かつ

下肢機能障害4級以上　
⑤体幹機能障害3級以上　
⑥移動機能障害3級以上　
⑦1・2級視覚障害者　
⑧2・3級聴覚障害者
⑨1・2・3度の愛の手帳所持　
⑩1・2級の精神障害者保健福祉手帳所持
⑪人工呼吸器を使用している　
⑫その他特に支援を必要とする
※対象者には、制度の案内や申請書等を郵

送します。
※対象者以外（特に支援を必要とする方）

で、名簿への登載を希望する方は、下
記へお問合せいただくか、区HPをご覧
ください。
▷問合せ　危機・災害対策課　
　 TEL（5246）1092

協働事業提案制度～区と共に
実施する協働事業の提案を募
集します～

　地域活動団体等から提案事業を募集し、
区と協働で実施することで公共サービスの
充実や地域の課題解決を図ります。
▷対象団体　営利を目的としない地域活動

団体等
▷募集する事業　自由テーマによる提案
「団体の専門性や自由な発想を活かした

事業」
▷事業期間　6年4月1日～7年3月31日
▷募集案内配布場所　区役所3階③番区民

課、台東区社会福祉協議会（区HPから
ダウンロード可）
▷応募方法　事前に区と打ち合せをした上

で、必要書類を提出
●募集説明会（動画配信・要申込）
▷配信期間　3月1日㈬～4月14日㈮
▷申込方法　区HP（右記

二次元コード）から申込
むか、電話で下記問合せ
先へ

※詳しくは、区HPをご覧ください。
▷申込締切日　3月31日㈮
▷問合せ　区民課 TEL（5246）1126

令和５年度予算編成の考え方
　区財政においては、歳入では、主要一般財源である特別
区税や特別区交付金の増を見込むものの、景気の下振れリ
スクに十分注意する必要があります。また、歳出では、子育
て支援、高齢者・障害者へのサービスの充実、災害対策の
強化、区有施設の保全、デジタル化や脱炭素社会の実現に
向けた取り組みなど、さまざまな行政需要が増大しています。
　一方、区民生活や地域経済は、物価高騰や感染症等の影
響により、依然として厳しい状況に置かれており、区財政
の先行きが不透明な中にあっても、必要な対策を時期を逸
することなく迅速に講じていく必要があります。
　そのため、令和５年度予算は、現在実施している緊急経
済対策や新型コロナウイルス感染症対策に継続して取り組
むとともに、国の制度改正や物価高騰等の影響に対応しつ
つ、これまで取り組んできた各施策を着実に推進できるよ
う、予算を配分しました。

一般会計予算の使い方
①民生費 高齢者や児童、障害のある方、生活に困っている方への給付など
②教育費 教育環境の整備、生涯学習の振興など
③総務費 防災対策、区民館や区役所等の管理・運営など
④衛生費 健康づくり、保健所の運営、環境の保全、清掃事業など
⑤土木費 まちづくりの推進、道路・公園・橋の維持・管理など

⑥産業経済費 商店街の振興、地域産業の振興、消費者保護など
⑦文化観光費 文化・観光事業の振興、文化施設の管理・運営など
⑧その他 区議会の運営、特別会計への繰出金、特別区債の償還など

令和5年度各会計別の予算規模
会計名 令和5年度予算 前年度比 増減率

一般会計 1,117億円 58億円 5.5%
国民健康保険事業会計 229億2,700万円 △2億3,100万円 △1.0%
後期高齢者医療会計 56億7,500万円 2億9,400万円 5.5%

介護保険会計 177億3,000万円 9,400万円 0.5%
老人保健施設会計 1億6,250万円 870万円 5.7%

病院施設会計 3億38万円 1,782万円 6.3%
合計 1,584億9,488万円 59億8,352万円 3.9%

問合せ 財政課 TEL（5246）1071

新型コロナウイルス感染症に限らず、「救急車を
呼ぶべきか」、「すぐに病院に行くべきか」など、
判断に迷う場合に、医師や看護師等の専門
家に相談できる窓口です。


